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大
江
戸
の
な
か
の
深
川

上
の
図
は
、
江
戸
城
を
中
心
に
江
戸
全
体

を
描
い
た
江
戸
大
絵
図
で
す
。
描
か
れ
た
の

は
天
和
4
年
（
1
6
8
4
）
で
、中
央
の
「
御

城
内
」
は
江
戸
城
本
丸
、「
西
御
丸
」
は
西
の

丸
で
す
。
本
丸
は
将
軍
居
住
地
で
政
治
の
中

枢
、
西
の
丸
は
将
軍
の
跡
継
ぎ
や
隠
居
し
た

先
代
の
将
軍
（
大
御
所
）
が
居
住
し
ま
し
た
。

そ
の
江
戸
城
か
ら
東
に
日
本
橋
、
隅
田
川
を

隔
て
た
と
こ
ろ
に
深
川
が
描
か
れ
て
い
ま
す

（
絵
図
右
端
の

部
分
）。
距
離
に
し
て
佐
賀

町
ま
で
お
よ
そ
3
㎞
ほ
ど
で
す
。
深
川
が
江

戸
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
る
の
は
、
正
徳
3

年
（
1
7
1
3
）
で
す
の
で
、
厳
密
に
は
ま

だ
江
戸
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

細
か
い
部
分
に
目
を
向
け
る
と
、

部
分

の
中
央
部
左
側
に
は
寛
永
18
年
（
1
6
4
1
）

か
ら
続
く
木
場
（
の
ち
「
元
木
場
」。
佐

賀
・
福
住
・
深
川
1
付
近
）
の
堀
割
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
木
場
は
、
元
禄
14
年

（
1
7
0
1
）
に
新
た
な
場
所
に
移
転
（
都
立

木
場
公
園
周
辺
、

部
分
）
し
ま
す
が
、
そ

こ
は
1
7
0
0
年
頃
ま
で
海
で
し
た
。
そ
の

西
隣
に
は
、
富
岡
八
幡
宮
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。「

永
代
嶋
」に
あ
る
八
幡
宮
ま
で
が
陸
地
で
、

そ
の
東
側
は
海
。
そ
こ
を
東
へ
と
埋
め
立
て
、

十
五
万
坪
（
木
場
）、
十
万
坪
・
六
万
坪
な
ど

の
新
開
地
が
成
立
し
ま
し
た
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

○江戸大絵図に見る深川地域
大江戸のなかの深川

○江戸の町内探訪⑫
冬木町

○深川江戸資料館企画展
「杉浦日向子の視点
　　　〜江戸へようこそ〜」

○江東歴史紀行
化学肥料の登場と鈴鹿商店
○村林家と小林猶治郎
○伊能忠敬が眺めた深川八幡祭り
○文化財豆知識11
江東区内の道標2

天和4年（1684）　新改御江戸大〔絵図〕　部分
（国立国会図書館デジタルコレクション）

天和4年（1684）　新改御江戸大〔絵図〕　部分
（国立国会図書館デジタルコレクション）
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「
冬
木
町
」

ふ
ゆ
き
ち
ょ
う

江
戸
の
町
内
探
訪
⑫

2

今
回
は
冬
木
町
を
取
り
上
げ
ま
す
。
冬
木

町
は
、
材
木
商
冬
木
屋
の
屋
号
か
ら
付
け
ら

れ
た
町
名
と
の
由
緒
を
も
ち
ま
す
。
同
家
と

の
関
わ
り
で
は
、
深
川
七
福
神
の
ひ
と
つ
で
、

も
と
は
冬
木
家
邸
内
祠
の
冬
木
弁
財
天
（
冬

木
22
︱

31
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
い
ま
で
も

参
拝
者
が
絶
え
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
、
文
政
11
年
（
1
8
2
8
）
に

江
戸
の
町
名
主
が
書
上
げ
、
幕
府
が
編
纂
し

た
『
町
方
書
上
』（
以
下
、
書
上
）
を
中
心

に
冬
木
町
と
冬
木
家
に
つ
い
て
、
見
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

冬
木
町
の
成
り
立
ち

ま
ず
、
冬
木
町
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
現

在
地
に
成
立
し
た
の
か
、
そ
の
経
緯
を
書
上

か
ら
見
る
こ
と
に
し
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
冬
木
町
は
、
海
辺
新
田
と

永
代
新
田
の
内
に
あ
っ
た
戸
田
土
佐
守
の
抱

か
か
え

地
を
、
宝
永
（
1
7
0
4
〜
）
の
頃
に
冬

木
屋
弥
平
次
と
上
田
屋
重
兵
衛
が
購
入
し
た

こ
と
に
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
こ

の
辺
り
が
木
場
（
の
ち
「
元
木
場
」。
佐
賀
・

福
住
・
深
川
1
付
近
、
本
紙
2
8
1
号
参
照
）

の
内
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
木
置
場
と
し
て

買
受
、
入
堀
や
地
形
な
ど
を
多
分
の
費
用
を

か
け
て
造
成
し
た
よ
う
で
す
が
、
元
禄
15
年

（
1
7
0
2
）
に
御
用
地
に
召
し
上
げ
ら
れ

（
実
際
は
元
禄
12
年
）、
そ
の
代
わ
り
に
洲
崎

波
除
際
と
深
川
築
地
島
崎
町
（
平
野
4
）
の

2
ケ
所
を
下
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
所
も
木
置
場
に
は
不

便
な
た
め
、
洲
崎
の
土
地
の
一
部
（
1
9
1
6

坪
余
）
を
幕
府
へ
上
納
し
、「
只
今
の
冬
木
町
」

（
現
冬
木
の
場
所
）
に
移
り
ま
し
た
。
そ
の

際
に
年
貢
を
免
除
す
る
こ
と
、
江
戸
の
町
同

様
に
「
家か

作さ
く

御ご

免め
ん

」（
自
由
に
家
を
建
て
ら

れ
る
）
の
町ま

ち

屋や

舗し
き

と
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
冬

木
屋
弥
平
次
の
家
名
を
と
っ
て
冬
木
町
と
す

る
こ
と
を
代
官
伊
奈
半
左
衛
門
に
願
い
上
げ

認
め
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
冬
木
町
の
場
所
は
、
時
期
を
同
じ
く

し
て
新
た
に
開
削
さ
れ
た
海
辺
橋
以
東
の
仙

台
堀
に
面
し
て
お
り
、
材
木
を
扱
う
同
家
に

と
っ
て
、
都
合
の
よ
い
場
所
で
あ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

冬
木
家
に
つ
い
て

次
に
、
冬
木
町
の
名
の
も
と
に
な
っ
た
冬

木
屋
と
は
、
い
か
な
る
家
な
の
か
書
上
か
ら

見
る
こ
と
に
し
ま
す
。

同
家
の
先
祖
は
上
州
（
群
馬
県
）
碓
井
郡

板
鼻
宿
の
農
民
角
左
衛
門
の
子
、
五
郎
右
衛

門
な
る
人
物
で
、
承
応
3
年
（
1
6
5
4
）

に
江
戸
南み

な
み

茅か
や

場ば

町ち
ょ
う（

日
本
橋
茅
場
町
1
︱

2
）

に
出
店
し
、
材
木
商
売
の
店

を
は
じ
め
た
よ
う
で
す
。
そ

の
後
、
年
代
は
不
明
な
が
ら

江
戸
城
内
の
御
普
請
の
時
、

飛ひ

騨だ

国
（
岐
阜
県
）
の
材
木

伐
り
出
し
御
用
を
勤
め
、
4

代
目
喜
平
次
の
時
に
は
、
南

み
な
み

新し
ん

堀ぼ
り

町ち
ょ
う（

中
央
区
新
川
1
）

へ
転
居
し
ま
し
た
。

時
代
は
下
っ
て
、
寛
政
元

年
（
1
7
8
9
）
に
6
代
目

喜
平
次
が
病
死
す
る
と
、『
町

方
書
上
』
当
時
（
文
政
11
年
）

の
当
主
で
も
あ
る
喜
平
次
が

跡
を
継
ぎ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

幼
少
の
た
め
後
見
人
を
付
け

る
と
、「
混
雑
」（
も
め
ご
と
）

が
起
こ
り
、
訴
訟
沙
汰
に
も
な
っ
た
よ
う
で

す
。
こ
の
こ
ろ
よ
り
、身し

ん

上し
ょ
うが「

不ふ

如に
ょ

意い

」（
経

済
的
に
困
難
な
状
態
）
に
な
り
、
追お

い
お
い々

家
屋

敷
も
売
り
払
っ
て
、
冬
木
町
に
所
持
す
る
土

地
に
転
居
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

冬
木
家
を
語
り
継
ぐ
も
の

材
木
商
売
で
財
を
な
し
た
冬
木
家
の
繁
栄

を
語
り
継
ぐ
も
の
に
は
、
国
宝
『
紅
白
梅
図

屏
風
』
で
知
ら
れ
る
江
戸
時
代
中
期
の
絵
師

尾お

形が
た

光こ
う

琳り
ん

が
、
冬
木
屋
の
夫
人
の
た
め
に
描

い
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
白し

ろ

綾あ
や

地じ

秋あ
き

草く
さ

模も

様よ
う

描か
き

絵え

小こ

袖そ
で

」（
国
重
要
文
化
財
、
通
称
「
冬
木

小
袖
」）
が
あ
り
ま
す
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）。ま

た
、
明
治
の
「
浮
世
絵
師
」
と
い
わ
れ

た
小
林
清き

よ

親ち
か

は
、明
治
17
年（
1
8
8
4
）「
武

蔵
百
景
之
内　

深
川
ふ
ゆ
き
弁
天
」
と
題
す

る
錦
絵
で
、
冬
の
深
川
を
情
緒
豊
か
に
描
い

て
い
ま
す
。
絵
に
描
き
込
ま
れ
た
建
物
は
、

冬
木
家
の
一
部
で
し
ょ
う
か
。
詳
細
は
不
明

で
す
が
、
何
と
も
趣

お
も
む
きが

感
じ
ら
れ
、
当
時
の

様
子
が
偲し

の

ば
れ
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）
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場
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場
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元
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場

元
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場

仙台堀
仙台堀

海辺橋海辺橋

冬木町冬木町

洲崎波除土手洲崎波除土手

本所深川絵図（部分）　幕末の深川の様子
（国立国会図書館デジタルコレクション）

武蔵百景之内　深川ふゆき弁天
（国立国会図書館デジタルコレクション）



深
川
江
戸
資
料
館
企
画
展

「
杉
浦
日
向
子
の
視
点
〜
江
戸
へ
よ
う
こ
そ
〜
」

「
杉
浦
日
向
子
の
視
点
〜
江
戸
へ
よ
う
こ
そ
〜
」

会
期 

平
成
30
年
11
月
13
日（
火
）〜
11
月
10
日（
日
）

3

深
川
江
戸
資
料
館
の
展
示
室
は
、
江
戸

時
代
天
保
年
間
（
1
8
3
0
〜
1
8
4
4
）

の
深
川
佐
賀
町
の
町
並
み
や
庶
民
の
生
活
が

再
現
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
訪
れ
る
方
の
な

か
に
は
、
杉
浦
さ
ん
の
作
品
で
江
戸
時
代
の

風
俗
や
出
来
事
に
興
味
を
持
ち
、
来
館
し
た

と
い
う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

杉
浦
日
向
子
は
、
江
戸
風
俗
研
究
家
や
漫

画
家
、
文
筆
家
な
ど
と
様
々
な
肩
書
を
持
ち
、

N
H
K
で
放
送
さ
れ
て
い
た
「
コ
メ
デ
ィ
ー

お
江
戸
で
ご
ざ
る
」
で
も
お
馴
染
み
で
す
。

本
展
示
は
、
出
版
さ
れ
た
多
く
の
書
籍
や

映
画
化
さ
れ
た
作
品
な
ど
を
通
し
、
江
戸
の

研
究
や
江
戸
へ
の
思
い
を
彼
女
自
身
の
言
葉

で
紹
介
し
ま
す
。

杉
浦
日
向
子
が
捉
え
る
江
戸

「
江
戸
」
と
は
、
江
戸
時
代
と
呼
ば
れ
る

2
6
0
年
間
の
徳
川
政
権
下
の
日
本
で
は
な

く
、「
江
戸
時
代
の
江
戸
と
い
う
名
の
都
市

に
起
こ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
」
と
い
い
、

そ
れ
は
「
お
お
む
ね
18
世
紀
以
降
、
浅
間
山

の
大
噴
火
、
天
明
の
き
き
ん
、
田
沼
ワ
イ
ロ

政
治
と
か
の
こ
ろ
か
ら
幕
末
・
明
治
ま
で
の

期
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
8
代

将
軍
吉
宗
か
ら
11
代
将
軍
家
斉
の
時
代
ま
で

が
、
江
戸
の
町
が
充
実
し
て
い
て
お
も
し
ろ

く
、
こ
の
時
期
に
歌
舞
伎
や
相
撲
、
戯
作
、

浮
世
絵
、
落
語
、
歌
舞
音
曲
、
川
柳
な
ど
の

文
化
が
生
ま
れ
、
現
在
ま
で
続
い
て
お
り
、

自
分
の
生
き
た
時
代
と
地
続
き
の
物
と
し
て

捉
え
て
い
ま
し
た
。

生
い
立
ち

昭
和
33
年
（
1
9
5
8
）
11
月
30
日
生
ま

れ
で
、
本
名
は
鈴
木
順
子
。
兄
は
写
真
家
の

鈴
木
雅
也
で
す
。
ご
存
命
で
あ
れ
ば
、
昨
年

の
誕
生
日
で
還
暦
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

幼
少
期
よ
り
歌
舞
伎
や
寄
席
、
相
撲
な

ど
を
観
て
い
た
こ
と
な
ど
が
、
の
ち
の
仕
事

に
連
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
学
中
退
後

に
稲
垣
史
生
の
時
代
考
証
教
室
に
通
い
は
じ

め
、
稲
垣
の
内
弟
子
の
よ
う
な
形
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
時
代
考
証
で
15
年
は
食
え
な

い
、
と
言
わ
れ
漫
画
家
へ
と
方
向
転
換
し
ま

し
た
。
初
め
て
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
漫
画
は

吉
原
を
題
材
に
し
た
「
通つ

う

言げ
ん

室む
ろ

乃の

梅う
め

」
で
す
。

そ
の
後
、江
戸
に
関
す
る
文
章
を
発
表
し

は
じ
め
ま
す
。
初
め
て
の
江
戸
に
関
す
る

エ
ッ
セ
イ
集
は
『
江
戸
へ
よ
う
こ
そ
』（
筑

摩
書
房
/
1
9
8
6
）
で
、
1
9
8
0
年

代
の
江
戸
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
江
戸
に
関
す
る

書
籍
を
続
々
と
発
表
し
ま
し
た
。
そ
し
て
平

成
7
年
（
1
9
9
5
）
か
ら
N
H
K
「
コ
メ

デ
ィ
ー
お
江
戸
で
ご
ざ
る
」
の
江
戸
風
俗
解

説
の
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
、
江
戸
風
俗
研
究

家
と
し
て
の
名
声
を
確
立
し
ま
し
た
。

江
戸
学
講
座

杉
浦
さ
ん
は
「
江
戸
」
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
視
点
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
江
戸
っ
子
に
つ
い
て
、
そ
の
実

態
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
ま

す
。
百
万
都
市
江
戸
の
半
分
は
武
家
と
僧
で
、

残
り
半
分
の
町
人
の
内
、
6
割
は
地
方
出
身

者
、
3
割
が
地
元
民
と
の
ハ
ー
フ
、
1
割
が

地
元
民
で
、「
江
戸
っ
子
」の
条
件
で
あ
る「
下

町
育
ち
」
は
半
数
で
、
さ
ら
に
3
代
続
き
と

な
る
と
そ
の
半
数
の
1
2
5
0
0
。
つ
ま
り

正
真
正
銘
の
「
江
戸
っ
子
」
は
、
江
戸
の
人

口
の
わ
ず
か
1
・
2
5
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ

た
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
歌
舞
伎
、
相
撲
、

寄
席
な
ど
、
現
在
に
も
続
い
て
い
る
日
本
文

化
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
特
徴
は
い

ず
れ
も
庶
民
が
生
み
出
し
て
い
る
と
い
う
点

で
す
。
か
つ
て
、
歌
舞
伎
は
吉
原
と
と
も
に

「
悪
所
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

江
戸
の
人
び
と
の
熱
狂
的
な
パ
ワ
ー
が
お
上

の
手
に
負
え
な
い
程
だ
っ
た
為
だ
と
い
い

ま
す
。
現
在
の
私
た
ち
に
は
想
像
も
で
き
な

い
く
ら
い
に
物
凄
い
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

杉
浦
日
向
子
が
遺
し
た
も
の

杉
浦
さ
ん
は
、
と
き
に
「
江
戸
か
ら
の
旅

人
・
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ラ
ー
」
と
評
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
彼
女
が
遺
し
た
作
品
は
漫

画
や
江
戸
に
つ
い
て
書
か
れ
た
書
籍
の
他
に

も
、
体
験
取
材
物
や
小
説
、
装
幀
な
ど
が
あ

り
、
漫
画
を
含
め
た
単
著
の
数
は
30
作
以
上
、

対
談
集
な
ど
の
共
著
は
10
作
に
及
び
ま
す
。

ま
た
、
作
品
の
映
画
化
や
翻
訳
出
版
な

ど
、
海
外
で
も
人
気
を
博
し
ま
す
。
葛
飾

北
斎
と
娘
の
お
栄
た
ち
の
日
常
を
描
い
た

『
百さ

る
す
べ
り

日
紅
』
は
、
平
成
27
年
に
ア
ニ
メ
作

品
と
し
て
映
画
化
。
そ
の
後
「
M
i
s
s 

H
O
K
U
S
A
I
」
の
タ
イ
ト
ル
で
海
外
で

も
上
映
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
第
39
回
ア
ヌ

シ
ー
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
祭
で
長
編

部
門
審
査
員
賞
の
他
、
多
数
の
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
他
に
も
『
二
つ

枕
』が
翻
訳
さ
れ
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
ポ
ー

ラ
ン
ド
や
中
国
、
台
湾
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
で

も
杉
浦
作
品
が
翻
訳
さ
れ
、
現
在
で
も
多
く

の
人
に
「
江
戸
」
を
伝
え
て
い
ま
す
。

（
深
川
江
戸
資
料
館　

松
本
智
恵
）スペインで刊行された『百日紅』
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史
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肥
料
問
屋
を
描
い
た
絵
葉
書

左
の
絵
葉
書
は
深
川
区
佐
賀
町
に
あ
っ
た

肥
料
輸
入
商
の
鈴す

ず

鹿か

商
店
本
店
を
描
い
た
も

の
で
す
。
鈴
鹿
商
店
が
株
式
会
社
化
し
た
の

は
大
正
8
年
（
1
9
1
9
）
で
、
絵
葉
書
の

通
信
欄
（
1
／
3
。
大
正
7
年
ま
で
の
型
式
）

か
ら
み
て
、
組
織
変
更
し
て
ま
も
な
く
発
行

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

中
央
に
は
油
堀
に
架
か
る
下
之
橋
が
見
え

ま
す
。
鈴
鹿
商
店
は
油
堀
を
は
さ
ん
で
佐
賀

町
1
、
2
丁
目
に
店
舗
と
倉
庫
を
構
え
て
い

ま
し
た
。
絵
葉
書
は
、
肥
料
問
屋
と
倉
庫
と

堀
割
に
囲
ま
れ
た
肥
料
の
街
と
し
て
の
佐
賀

町
の
雰
囲
気
を
伝
え
て
く
れ
る
1
枚
で
す
。

肥
料
と
深
川

肥
料
は
農
業
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

同
じ
土
地
で
作
物
の
収
穫
を
続
け
る
と
、
地

力
が
衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。
焼
畑
や
輪り

ん
さ
く作

な

ど
は
地
力
を
維
持
す
る
た
め
の
先
人
の
知
恵

で
す
が
、
人
口
の
増
大
に
と
も
な
い
意
識
的

に
肥
料
を
施
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
日
本
で

は
刈
草
な
ど
の
自
給
肥
料
か
ら
、
商
品
作
物

の
生
産
が
盛
ん
に
な
っ
た
江
戸
時
代
に
な
る

と
販
売
肥
料
で
あ
る
干ほ

し

鰯か

、
魚
粕
、
菜
種
油

粕
、
下
肥
な
ど
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

深
川
に
は
干
鰯
の
売
場
が
あ
り
ま
し
た
。

元
禄
13
年
（
1
7
0
0
）
頃
に
銚
子
場
（
白

河
1
︱
7
付
近
）
や
干
鰯
元
場
（
佐
賀
1
︱
16
、

17
、2
︱
9
付
近
）が
、享
保
19
年（
1
7
3
4
）

頃
に
は
江
川
場
（
深
川
1
︱

1
、
2
︱

6
〜
11

付
近
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
干
鰯
は
主

な
産
地
で
あ
る
房
総
方
面
か
ら
舟
運
で
運
ば

れ
た
た
め
、
堀
割
の
多
い
深
川
は
適
当
な
場

所
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

化
学
肥
料
の
登
場

肥
料
商
を
干
鰯
屋
と
呼
ん
だ
ほ
ど
、
干
鰯

は
明
治
前
半
ま
で
は
肥
料
商
売
の
主
流
で
し

た
。
そ
の
後
、
主
役
は
鰊

に
し
ん

粕か
す

、
豆
粕
と
移
り

変
わ
り
ま
す
が
、
昭
和
初
年
ま
で
は
こ
れ
ら

自
然
由
来
の
有
機
肥
料
が
主
に
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
1
8
4
0

年
に
植
物
が
無
機
養
分
で
育
つ
と
い
う
「
無

機
栄
養
説
」
が
提
唱
さ
れ
、
そ
の
後
に
水
耕

栽
培
の
手
法
が
確
立
さ
れ
て
、
有
機
肥
料
は

土
中
の
微
生
物
に
よ
り
窒ち

っ

素そ

・
リ
ン
・
カ
リ

ウ
ム
な
ど
の
無
機
養
分
に
変
化
し
て
植
物
の

根
か
ら
吸
収
さ
れ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
無
機
物
で
あ
る
化
学
肥
料

が
登
場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

日
本
で
の
化
学
肥
料
の
使
用
は
、
タ
カ
ジ

ア
ス
タ
ー
ゼ
を
発
見
し
た
こ
と
で
有
名
な
高

峰
譲
吉
が
、
明
治
17
年
（
1
8
8
4
）
に
リ

ン
酸
肥
料
（
過
リ
ン
酸
石
灰
）
と
原
料
で
あ

る
リ
ン
鉱
石
を
試
験
輸
入
し
た
こ
と
に
始
ま

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
峰
は
渋
沢
栄
一
ら

財
界
人
に
食
糧
問
題
に
お
け
る
化
学
肥
料
の

重
要
性
を
訴
え
、
そ
の
熱
意
は
明
治
20
年
の

東
京
人
造
肥
料
株
式
会
社
創
立
に
結
実
し
ま

し
た
。
工
場
は
大
島
村
釜
屋
裏
（
大
島
1
︱

2
）
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
釜
屋
堀

公
園
内
に「
化
学
肥
料
創
業
記
念
碑
」が
建
っ

て
い
ま
す
。

化
学
肥
料
開
拓
の
先
駆
者

さ
て
鈴
鹿
商
店
の
創
業
者
鈴
鹿
保や

す

家い
え

（
1
8
6
3
〜
1
9
2
0
）
は
、
明
治
29
年

に
日
本
で
初
め
て
硫

り
ゅ
う

安あ
ん

5
㌧
を
輸
入
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
硫
安
（
硫
酸
ア
ン

モ
ニ
ア
）
は
窒
素
肥
料
の
一
つ
で
す
。

鈴
鹿
は
元
々
は
雑
貨
商
で
し
た
。
明
治
23

年
頃
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
品
を
扱
う
貿
易
商

の
兼
松
商
店
（
神
戸
）
の
東
京
代
理
店
に
な

り
、
そ
の
後
、
兼
松
で
輸
入
し
た
動
物
質
肥

料
の
骨こ

っ

粉ぷ
ん

や
乾か

ん

血け
つ

の
東
京
方
面
で
の
販
売
を

委
任
さ
れ
た
こ
と
が
、
肥
料
と
関
わ
り
を
持

つ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

肥
料
商
へ
の
転
身
は
、
無
謀
な
挑
戦
だ
と

周
囲
に
は
受
け
止
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
し

か
も
魚
粕
や
豆
粕
が
主
流
の
時
代
に
、
新
肥

料
で
あ
る
骨
粉
な
ど
や
化
学
肥
料
を
販
売
す

る
に
は
大
変
な
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
鈴
鹿
は
西
ヶ
原
（
北
区
）
に
あ
っ
た
農

事
試
験
場
へ
の
依
頼
分
析
に
よ
り
新
肥
料
の

品
質
保
証
を
得
な
が
ら
、
肥
効
を
農
家
に
伝

え
て
普
及
に
努
め
、
あ
わ
せ
て
農
家
の
知
識

向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。
商
標
の
「
牛
印
」

は
農
家
の
忠
僕
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
馬
印
、

鹿
印
は
「
馬
鹿
」
と
世
間
か
ら
呼
ば
れ
る
ほ

ど
家
業
に
熱
中
す
る
鈴
鹿
の
姿
勢
を
表
し
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

鈴
鹿
商
店
は
、
配
合
肥
料
や
化
成
肥
料
の

製
造
に
も
力
を
注
ぎ
、
明
治
43
年
の
農
商
務

省
の
調
査
で
は
、
日
本
に
お
け
る
主
な
肥
料

の
製
造
、
輸
入
業
者
に
挙
げ
ら
れ
る
ほ
ど
に

な
っ
て
い
ま
す
。

主
要
参
考
文
献
：『
東
京
肥
料
史
』、
髙
橋
周
「
新
興
肥

料
商
の
成
長
と
貿
易
商
」（『
経
営
論
集
』
19
︱
1
）

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

栗
原　

修
）

「株式会社鈴鹿商店本店全景」個人蔵



小
林
猶
治
郎

村
林
家
と

5

江
戸
・
東
京
を
通
じ
て
倉
庫
業
の
拠
点

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
隅
田
川
東
岸
の
佐

賀
・
福
住
地
域
に
は
、
澁
澤
栄
一
な
ど
近
代

日
本
の
経
済
界
を
リ
ー
ド
し
た
人
物
が
数
多

く
住
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中

か
ら
肥
料
商
と
し
て
名
を
馳
せ
た
村
林
榮
助

と
村
林
家
と
の
つ
な
が
り
で
芸
術
家
と
し
て

の
道
を
歩
ん
だ
小
林
猶
治
郎
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

ま
ず
は
、
村
林
榮
助
の
事
績
に
つ
い
て
、

明
治
45
年
（
1
9
1
2
）
に
編
纂
さ
れ
た

須
藤
常
『
日
本
紳
士
名
鑑
』
を
も
と
に
し

て
見
て
い
き
ま
す
。
榮
助
は
、
弘
化
4
年

（
1
8
4
7
）
10
月
に
三
重
県
飯
南
郡
松
坂

町
字
魚
町
（
現
三
重
県
松
阪
市
）
の
村
林
和

助
の
長
男
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
家
は

代
々
「
魚
商
を
以
て
業
」
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
明
治
4
年
（
1
8
7
1
）、
24
歳
の
時

に
東
京
へ
出
て
、
深
川
区
亀
住
町
に
居
を
構

え
て
い
た
同
郷
の
豪
商
小
津
與
右
衛
門
の
店

に
勤
務
し
ま
す
。
小
津
家
は
海
産
物
や
肥
料

を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
家
業
の
魚
商
で
の
経

験
も
あ
い
ま
っ
て
店
の
中
で
も
重
き
を
置
く

よ
う
に
な
り
、
同
8
年
に
は
小
津
店
の
「
總

支
配
人
」
た
る
地
位
に
つ
き
ま
し
た
。
同
14

年
、
總
支
配
人
を
退
き
ま
す
が
、
顧
問
と
し

て
小
津
與
右
衛
門
家
を
支
え
ま
し
た
。

明
治
32
年
、
小
津
家
か
ら
独
立
し
、
深
川

区
小
松
町
に
て
雑
穀
と
肥
料
を
取
り
扱
う
村

林
商
店
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
同
35
年
5
月
1

日
付
の
東
京
朝
日
新
聞
で
は
、
日
本
人
造
肥

料
株
式
会
社
と
特
約
店
契
約
を
結
ん
だ
と
の

広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
広
告
で

は
、
村
林
榮
助
商
店
の
住
所
は
佐
賀
町
2
丁

目
9
番
地
と
な
り
、
商
号
の
カ
ゴ
メ
（
籠
目
）

の
マ
ー
ク
も
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

同
年
に
開
業
し
た
倉
庫
銀
行
の
監
査
役
に
も

就
任
し
て
い
ま
す
。
こ
の
倉
庫
銀
行
は
、
深

川
区
材
木
町
の
中
村
清
蔵
を
頭
取
と
し
、
本

店
を
日
本
橋
区
蛎
殻
町
と
し
、
深
川
区
堀
川

町
に
支
店
が
置
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

榮
助
は
、

小
津
家
の

店
員
か

ら
、
肥
料

問
屋
と
し

て
独
立
し

て
、
着
実

に
深
川
の

肥
料
商
と

し
て
の
地

位
を
確
立

し
て
い
き

ま
し
た
。

一
方
、
小
林
猶
治
郎
は
、
明
治
30
年
3
月

に
二
代
小
林
猶
右
衛
門
の
長
男
と
し
て
、
静

岡
県
興
津
町
（
現
静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
）

の
別
荘
に
て
誕
生
し
ま
し
た
。
初
代
小
林
猶

右
衛
門
は
、
日
本
橋
の
木
綿
問
屋
小
林
吟
右

衛
門
（
丁
子
屋
吟
右
衛
門
、
現
チ
ョ
ー
ギ
ン
）

の
丁
稚
と
な
り
ま
す
が
、
当
主
吟
右
衛
門
に

見
込
ま
れ
、
番
頭
に
な
る
と
と
も
に
小
林
家

の
婿
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

分
家
し
て
猶
右
衛
門
家
を
立
ち
上
げ
、
繊
維

業
に
携
わ
る
と
と
も
に
澁
澤
栄
一
ら
と
東
京

証
券
取
引
所
の
設
立
に
関
わ
り
、
肝
煎
を
つ

と
め
ま
し
た
。
二
代
猶
右
衛
門
は
実
業
の
世

界
で
は
な
く
、
文
芸
の
道
を
す
す
み
、
宝
井

其
角
の
流
れ
を
く
む
俳
人
と
な
り
、
螺
舎
一

堂
を
名
乗
り
ま
す
。
猶
右
衛
門
の
主
宰
す
る

螺
風
会
は
、
千
人
も
の
門
人
を
抱
え
て
い
ま

し
た
。
亀
戸
の
龍
眼
寺
境
内
に
は
猶
右
衛
門

（
螺
舎
一
堂
）
の
句
碑
が
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
（
区
登
録
有
形
文
化
財
）。
母
ミ
ツ
も
秋

光
女
と
い
う
俳
号
を
も
つ
俳
人
で
あ
り
、
猶

治
郎
は
、
大
商
人
で
あ
る
と
と
も
に
文
芸
の

造
詣
の
深
い
両
親
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が

想
像
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
父
二
代
猶
右
衛
門
は
猶
治
郎

が
6
歳
、
母
み
つ
も
11
歳
の
時
に
病
死
し
ま

す
。
三
人
の
姉
、
一
人
の
妹
と
と
も
に
幼
子

で
あ
っ
た
た
め
、
祖
母
が
面
倒
を
み
る
こ
と

に
な
り
、
猶
治
郎
の
叔
父
小
林
一
三
郎
が
後

見
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
三
郎
は
、
の

ち
に
村
林
榮
助
の
養
子
と
な
り
、
二
代
村
林

榮
助
と
な
り
ま
す
。
猶
治
郎
は
、
明
治
44

年
に
本
所
高
等
小
学
校
を
卒
業
、
慶
應
義
塾

普
通
部
に
入
学
す
る
も
の
の
普
通
部
2
年
を

修
了
後
に
肺
結
核
の
た
め
休
学
し
ま
す
。
大

正
4
年
（
1
9
1
5
）
に
慶
應
義
塾
商
工

学
校
に
入
学
、
同
7
年
に
は
慶
應
義
塾
大

学
理
財
科
予
科
に
学
ぶ
も
の
の
す
ぐ
に
中
退

し
、
黒
田
清
輝
の
も
と
で
絵
画
の
勉
強
を
は

じ
め
ま
す
。
こ
の
頃
、
後
見
人
の
二
代
榮
助

か
ら
の
す
す
め
も
あ
り
、
村
林
商
店
の
製
肥

部
に
入
社
し
ま
す
が
、
長
続
き
し
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
そ
の
後
の
猶
治
郎
は
、
平
成
2

年
（
1
9
9
0
）
に
93
歳
で
な
く
な
る
ま
で
、

多
く
の
絵
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
に
練
馬
区
立
美
術
館
で
「
超

然
孤
独
の
風
流
遊
戯　

小
林
猶
治
郎
展
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
時
に
猶
治
郎
の
孫

で
現
代
芸
術
家
の
富
田
有
紀
子
さ
ん
の
展
示

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
有
紀
子
さ
ん
は
、
関
東

大
震
災
後
に
建
て
ら
れ
た
村
林
商
店
の
事
務

所
、
村
林
ビ
ル
を
ア
ト
リ
エ
と
し
て
使
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ル
の
設
計
者
は
旧
多
摩

聖
蹟
記
念
館
な
ど
の
作
品
で
知
ら
れ
る
関
根

要
太
郎
で
、
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
の

デ
ザ
イ
ン
を
取
り
込
み
、
ビ
ル
の
正
面
に
は

村
林
家
の
商
号
カ
ゴ
メ
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ビ
ル
は
平
成
30
年
に
取
り
壊
さ
れ

ま
し
た
が
、
肥
料
商
村
林
榮
助
と
小
林
猶
治

郎
の
足
跡
は
今
後
も
語
り
継
が
れ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

（
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館　

副
館
長　

龍
澤 

潤
）

ありし日の村林ビル正面のファサード
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特
別
展
「
伊
能
忠
敬
と
江
東
」
の
開
催

昨
年
は
伊
能
忠
敬
が
亡
く
な
っ
て
2
0
0

年
に
あ
た
る
年
。
中
川
船
番
所
資
料
館
特
別

展
と
し
て
、
伊
能
忠
敬
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

忠
敬
は
、
佐
原
の
商
家
の
家
督
を
子
息
に
譲

り
、
50
歳
か
ら
深
川
黒
江
町
に
住
み
、
浅
草

天
文
方
（
司
天
台
）
に
通
っ
て
天
体
観
測
や

測
量
術
を
学
び
、
長
い
全
国
測
量
を
経
て
、

精
度
の
高
い
日
本
地
図
『
大
日
本
沿
海
輿よ

地ち

全
図
』
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
今
回
の
展
示

は
、
全
国
測
量
の
後
に
行
わ
れ
た
江
戸
市
中

の
地
図
、
江
戸
府
内
図
の
下
図
を
検
討
し
、

測
量
の
た
め
江
東
区
内
を
歩
き
回
り
、
中
川

番
所
付
近
で
測
量
を
終
え
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

深
川
に
住
ん
で
い
た
頃
の
忠
敬
の
暮
ら
し

ぶ
り
を
伝
え
る
記
録
は
少
な
い
の
で
す
が
、

文
化
4
年
（
1
8
0
7
）
8
月
に
開
催
さ
れ

た
富
岡
八
幡
宮
祭
礼
の
際
に
、
大
勢
の
見
物

人
が
押
し
か
け
て
永
代
橋
が
落
ち
、
多
数
の

死
者
が
出
て
大
惨
事
に
な
っ
た
と
い
う
事
件

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
伊
能
忠
敬
は
深

川
に
い
た
は
ず
。
資
料
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

【
資
料
1
】「
同
日
（
十
九
日
）
産
子
の
町
々

よ
り
踊
り
練
物
等
を
出
す
。
江
戸
中
は
い
ふ

に
及
ば
ず
近
在
よ
り
見
物
出
て
、
昼
四
時
霊

巌
島
の
出
し
ね
り
物
、
永
代
橋
の
東
詰
ま
で

来
り
し
時
、
橋
上
の
往
来
駢へ

ん
て
ん闐

群
集
の
頃
、

真
中
よ
り
深
川
の
方
へ
よ
り
た
る
所
、
三
間

計
り
を
踏
み
崩
し
た
り
。
次
第
に
崩
れ
て
跡

よ
り
来
る
も
の
を
い
か
ん
と
も
す
る
事
な
ら

ず
、
い
や
が
上
に
重
な
り
て
落
ち
か
ゝ
り
水

に
溺
る
。
助
か
り
し
は
稀
に
て
、
川
下
の
水

屑
と
な
り
し
は
凡
そ
千
五
百
人
余
と
い
ふ
。」

※
「
駢
闐
」
集
ま
っ
て
連
な
る
こ
と

『
武
江
年
表
』
文
化
4
年
（
1
8
0
7
）

8
月
条
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
所
収
）

江
戸
の
事
件
や
火
事
、
年
中
行
事
な
ど
の

出
来
事
を
ま
と
め
た
『
武
江
年
表
』
に
記
さ

れ
た
富
岡
八
幡
宮
祭
礼
で
の
永
代
橋
落
橋
事

故
の
よ
う
す
で
す
。
こ
の
時
の
祭
り
開
催
は

12
年
ぶ
り
。
江
戸
っ
子
が
待
ち
に
待
っ
た
祭

礼
で
し
た
。
し
か
し
一
橋
家
の
船
が
橋
の
下

を
通
る
の
で
、
橋
は
通
行
止
め
。
船
が
通
り

過
ぎ
て
通
行
解
除
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
練

り
物
や
群
衆
が
橋
に
押
し
寄
せ
、
橋
の
中
心

か
ら
深
川
へ
寄
っ
た
あ
た
り
が
崩
れ
落
ち

一
五
〇
〇
人
も
の
人
が
川
の
中
へ
。
大
惨
事

で
し
た
。

祭
礼
の
見
物

忠
敬
に
は
『
忠
敬
先
生
日
記
』（
伊
能
忠

敬
記
念
館
所
蔵　

国
宝
）
と
呼
ば
れ
る
克
明

に
記
録
さ
れ
た
日
記
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
部
が
『
江
戸
の
伊
能
忠
敬　
︱

伊
能

忠
敬
銅
像
建
立
報
告
書　

保
存
版
︱
』（
伊
能

忠
敬
研
究
会
・
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
編

集
発
行
、
伊
能
忠
敬
銅
像
建
立
実
行
委
員
会

頒
布　

2
0
0
2
年
7
月
発
行
）
に
「
伊
能

忠
敬
の
江
戸
日
記
抄
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
資
料
2
】「
十
五
日
　
晴
天
風
　
八
幡
祭
礼

十
九
日
に
成
る
」

「
十
九
日
　
晴
天
　
朝
五
ツ
後
間は

ざ
ま

五
郎
兵
衛

来
る
、
四
ツ
前
会
田
三
左
衛
門
来
る
、
九
ツ

前
高
橋
作
左
衛
門
並
び
に
坂
部
貞
兵
衛
親
子

来
る
、
間
・
会
田
は
五
ツ
半
後
に
白
木
屋
蔵

店
桟さ

敷じ
き

へ
遣
す
、
青
木
・
下
河
辺
・
門
倉
な

ど
も
同
伴
、
九
ツ
頃
よ
り
高
橋
氏
我
等
同
桟

敷
へ
罷ま

か
り
こ
し越

、
一
番
の
練
も
の
よ
り
七
番
迄
一

覧
、
八
ツ
半
頃
に
一
同
帰
る
、
此
午
前
往
来

過
分
に
付
、
永
代
橋
崩
れ
て
大
勢
の
も
の
横

死
に
及
べ
り
」

『
江
戸
日
記
』文
化
4
年（
1
8
0
7
）8
月
条

祭
礼
の
日
に
、
日
頃
の
測
量
に
か
か
わ
り

の
あ
る
人
を
招
い
て
「
白
木
屋
蔵
店
桟
敷
」

（
傍
線
）
で
見
物
し
て
い
ま
す
。
大
惨
事
に

つ
い
て
は
最
後
の
部
分
で
わ
ず
か
に
触
れ
て

い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
確
か
に
忠
敬
は
大

惨
事
の
場
面
に
遭
遇
し
て
い
ま
し
た
。

日
記
に
登
場
す
る
人
物
は
、「
間
五
郎
兵

衛
」
は
間

は
ざ
ま

重し
げ

富と
み

（
1
7
5
6
〜
1
8
1
6
）

と
い
い
、
大
坂
の
富
商
で
あ
り
大
坂
の
暦
学

者
。
麻あ

さ

田だ

剛ご
う

立り
ゅ
うの

も
と
で
忠
敬
の
天
文
学

の
師
・
高
橋
至よ

し

時と
き

と
同
門
で
し
た
。
観
測

機
器
の
改
良
も
手
が
け
、
至
時
と
と
も
に

寛
政
の
改
暦
に
あ
た
り
、
忠
敬
も
重
富
か

ら
暦
学
を
学
び
ま
し
た
。「
会
田
三
左
衛
門
」

は
会
田
安
明
・
算
左
衛
門
（
1
7
4
7
〜

1
8
1
7
）
の
こ
と
で
数
学
者
。「
高
橋
作

左
衛
門
」
は
忠
敬
の
師
・
至
時
の
長
男
、
高

橋
景
保
。
こ
の
時
は
幕
府
天
文
方
で
、
の
ち

忠
敬
没
後
『
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
』
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

「
坂
部
貞
兵
衛
親
子
」
は
幕
府
先さ

き

手て

組ぐ
み

同

心
で
、
測
量
の
際
は
忠
敬
の
片
腕
と
言
わ
れ

た
人
、「
青
木
（
勝
治
郎
）」
は
天
文
方
下
役

で
絵
が
上
手
な
人
、「
下
河
辺
」
は
先
手
組

同
心
で
地
図
製
作
に
長た

け
、「
門
倉
」
は
忠

敬
の
内
弟
子
で
す
。
い
ず
れ
も
地
図
製
作
に

た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
人
々
で
あ
り
、
忠
敬
に

と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い
人
々
だ
っ
た
の

伊能忠敬銅像　富岡八幡宮境内　
忠敬をはじめ測量隊は毎回同社に参詣し測量の
成功を祈った

伊
能
忠
敬
が
眺
め
た
深
川
八
幡
祭
り
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で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
測
量
隊
を
編
成
し
、
ま
た
地

図
製
作
に
関
わ
っ
て
い
た
人
々
が
、「
五
ツ
」

（
午
前
7
時
〜
9
時
頃
）、「
四
ツ
」（
午
前
9

時
〜
11
時
頃
）
か
ら
昼
近
く
（
九
ツ
）
に
か

け
て
集
ま
り
、「
白
木
屋
蔵
店
」
の
「
桟
敷
」

で
祭
礼
の
「
練
も
の
」
を
見
物
し
ま
し
た
。

で
は
「
白
木
屋
蔵
店
」
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。
白
木
屋
は
江
戸
初
期
に
開
業
し
た
老
舗

呉
服
店
で
す
（
場
所
は
現
コ
レ
ド
日
本
橋
）。

日
本
橋
の
中
心
部
に
あ
っ
た
呉
服
店
で
、
文

化
年
間
の
頃
に
は
江
戸
を
代
表
す
る
名
店
の

一
つ
で
し
た
。

【
資
料
3
】「
二
十
一
日
　
晴
天
　
此
日
道
中

長
持
其
外
書
籍
佐
原
積
下
し
、
隠
宅
へ
置
品

を
振
分
る
、
白
木
屋
よ
り
反
物
取
寄
土
産
物

を
整
え
る
」

『
江
戸
日
記
』文
化
3
年（
1
8
0
6
）11
月
条

祭
礼
が
行
わ
れ
た
前
年
の
文
化
3
年

（
1
8
0
6
）
11
月
、
忠
敬
は
諸
方
へ
の
挨

拶
用
に
白
木
屋
か
ら
反
物
を
購
入
し
て
い
ま

す
。
お
そ
ら
く
大
量
に
注
文
し
た
の
で
し
ょ

う
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
白
木
屋
か
ら
見
れ
ば

忠
敬
は
「
得
意
先
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

白
木
屋
の
商
品
を
格
納
し
て
い
た
「
蔵
店
」

に
、
特
別
の
「
桟
敷
」
を
設
け
て
得
意
先
を

招
い
て
祭
礼
見
物
を
し
て
も
ら
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
で
は
白
木
屋
の
蔵
店
と
は
ど
こ
に

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

白
木
屋
の
蔵

【
資
料
4
】

仮
證
文
之
写

一
札
之
事

一�

深
川
猟
師
町
黒
江
町
八
幡
通
り
南
側
ニ
而て

北
表
田
舎
間
拾
四
間
壱
尺
五
寸
、
東
裏
行

拾
九
間
三
尺
、
西
裏
行
拾
八
間
、
南
拾
弐

間
三
尺
壱
寸
有
之
家
屋
敷
、
此
度
彦
太
郎

方
江
譲
申
候
処
、
相
違
無
御
座
候

宝
暦
8
年
（
1
7
5
8
）『
深
川
屋
敷
書

替
證
文
之
写
』（「
白
木
屋
文
書
」
東
京

大
学
経
済
学
部
蔵
）

こ
の
資
料
は
享
保
元
年
（
1
7
1
6
）
に

取
得
し
た
白
木
屋
の
深
川
蔵
屋
敷
に
関
す

る
書
類
を
集
め
た
、「
証
文
の
写
し
」

の
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

内
容
は
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

白
木
屋
（
文
書
中
の「
彦
太
郎
」
が

白
木
屋
当
主
）
は
深
川
黒
江
町
に

お
よ
そ
2
6
0
坪
ほ
ど
の
屋
敷

地
を
持
っ
て
い
た
。

② 

そ
の
場
所
は
「
八
幡
通
り
」、
現

在
の
永
代
通
り
の
南
側
だ
っ
た
。

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で

は
そ
の
場
所
と
は
ど
こ
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

【
資
料
5
】（
切
絵
図
画
像
）

尾
張
屋
板
『
本
所
深
川
絵
図
』
で

は
、
深
川
黒
江
町
は
何
ヶ
所
か
に
分

か
れ
て
存
在
し
て
い
ま
す
。【
資
料
5
】
で

は
5
ヶ
所
ほ
ど
に
分
か
れ
、
そ
の
う
ち
、
③

が
伊
能
忠
敬
が
暮
ら
し
て
い
た
黒
江
町
で
、

⑤
が
、「
八
幡
通
り
南
側
」
の
白
木
屋
蔵
店

が
あ
っ
た
黒
江
町
に
な
り
ま
す
。
図
中
に
も

富
岡
八
幡
宮
の
「
一
ノ
鳥
居
」
が
記
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
至
近
距
離
の
場
所
に
白
木
屋
の
蔵

店
が
あ
り
、
桟
敷
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

現
住
所
は
門
前
仲
町
1
︱

5
、
永
代
2
︱

30

付
近
で
、
門
前
仲
町
交
差
点
か
ら
1
0
0

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
寄
り
の
永
代
通
り
沿
い
に

あ
た
り
ま
す
。
表
通
り
か
ら
少
し
奥
に
入
っ

た
と
こ
ろ
の
忠
敬
の
住
ま
い
か
ら
、
現
永
代

通
り
に
出
た
す
ぐ
先
に
白
木
屋
の
蔵
が
あ
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

深
川
で
暮
ら
し
て
い
た
忠
敬

50
歳
で
家
督
を
譲
り
、
地
球
の
大
き
さ

を
知
り
た
い
と
い
う
知
的
欲
求
か
ら
江
戸
に

出
て
天
体
観
測
や
測
量
術
を
学
ん
だ
伊
能
忠

敬
。
そ
し
て
全
国
を
測
量
し
、
日
本
全
図
を

作
る
と
い
う
偉
業
に
挑
ん
だ
忠
敬
は
、
残
さ

れ
た
膨
大
な
測
量
の
資
料
や
日
記
か
ら
は
、

情
熱
に
あ
ふ
れ
、
目
標
に
突
き
進
む
の
と
同

時
に
、
謹
厳
で
慎
重
な
人
柄
が
垣
間
見
え
ま

す
。
し
か
し
富
岡
八
幡
宮
祭
礼
で
の
永
代
橋

落
橋
を
目
撃
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
推
測
に
よ
る
資
料
の
検
証
か
ら
は
、
測
量

ス
タ
ッ
フ
や
測
量
先
、
関
係
者
へ
の
気き

遣づ
か

い

が
う
か
が
え
ま
す
。
も
し
も
地
方
へ
の
測
量

の
土
産
と
し
て
白
木
屋
の
反
物
を

持
参
す
れ
ば
、
江
戸
の
老
舗
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
喜
ば
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

佐
原
の
豪
商
と
し
て
、
村
役

人
と
し
て
培
っ
た
人
格
が
、
こ
う

し
た
気
質
と
な
っ
て
現
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
地
図
の
制
作
に
は
専
門

知
識
や
技
術
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
人
と
の
円
滑
な
連
携
や
心
配
り

も
ま
た
必
要
な
要
件
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
深
川
に
暮

ら
し
た
忠
敬
の
息
遣
い
が
感
じ
ら

れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

（
中
川
船
番
所
資
料
館　

久
染
健
夫
）

1
2
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文
化
財
ま
め
知
識
11

江
東
区
内
の
道
標
2

江
東
区
内
の
道
標
2

ど
う
ど
う
ひ
ょ
う

ひ
ょ
う

8

以
前
、
本
誌
2
8
1
号
に
て
江
東
区
内

に
あ
る
「
道
標
」
に
つ
い
て
一
部
紹
介
し
ま

し
た
。

道
標
と
は
、
石
柱
に
寺
社
な
ど
目
的
地
へ

の
方
向
、
道
の
り
、
道
の
通
称
名
な
ど
が
刻

ま
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
道
標
は
、
街

道
の
交
差
点
や
分
岐
点
、
寺
社
の
門
前
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
。

江
東
区
で
は
8
件
の
道
標
を
有
形
民
俗
文

化
財
（
そ
の
内
区
の
指
定
文
化
財
は
5
件
）

と
し
て
指
定
・
登
録
し
て
い
ま
す
。

六
阿
弥
陀
信
仰
と
道
標

江
戸
時
代
中
期
以
降
、
江
戸
市
中
や
近
郊

の
寺
社
巡
り
は
、
庶
民
の
日
帰
り
の
行
楽
と

し
て
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
観
音
霊

場
・
七
福
神
巡
り
な
ど
に
は
順

じ
ゅ
ん

拝ぱ
い

コ
ー
ス
が

数
多
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
六
阿
弥
陀
参
り
は
、
特
に
人

気
を
集
め
た
順
拝
コ
ー
ス
で
す
。
六
阿
弥
陀

参
り
は
、
奈
良
時
代
の
高
僧
、
行

ぎ
ょ
う

基き

に
由
来

す
る
阿
弥
陀
像
六
体
を
安
置
す
る
寺
院
を
巡

る
も
の
で
す
。
江
戸
の
六
阿
弥
陀
参
り
は
、

一
番
西さ

い

福ふ
く

寺じ

（
北
区
豊
島
）、二
番
延え

ん

命め
い

寺じ

（
足

立
区
江
北
・
現
恵え

明
み
ょ
う

寺じ

）、
三
番
無む

量
り
ょ
う

寺じ

（
北

区
西
ヶ
原
）、
四
番
与よ

楽ら
く

寺じ

（
北
区
田
端
）、

五
番
常

じ
ょ
う

楽ら
く

院い
ん

（
台
東
区
・
現
在
は
調
布
市
へ

移
転
）
と
な
っ
て
お
り
、
最
後
の
六
番
が
亀

戸
常

じ
ょ
う

光こ
う

寺じ

（
亀
戸
4
丁
目
）
で
す
。

春
秋
彼
岸
の
常
光
寺
へ
の
参
詣
風
景
は
、

天
保
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
江え

戸ど

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

』

で
描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
六
阿
弥
陀
へ

の
参
詣
者
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
（
①
）。

こ
の
常
光
寺
へ
の
道
標
が
、
現
在
境
内
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
（
②
）。

こ
の
道
標
の
正
面
に
は
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」

の
刻
銘
が
あ
り
、
左
側
面
に
は
、「
自
是
右

六
阿
弥
陀
道
」
の
刻
銘
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

左
側
面
の
刻
銘
で
は
常
光
寺
へ
の
方
向
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
右
側
面
に
は
「
延え

ん

宝ぽ
う

七
年
巳

（
マ
マ
）
未
年

二
月
十
五
日　
江
戸
新
材
木
町

同
行
六
十［
　 

］
」
の
刻
銘
が
あ
り
ま

す
。
延
宝
7
年
（
1
6
7
9
）
は
年
号
が
刻

ま
れ
て
い
る
区
内
の
道
標
で
は
最
も
古
い
も

の
で
す
。

一
方
で
右
側
面
の
刻
銘
に
あ
る
「
新
材
木

町
」
は
現
在
の
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
を
指

し
て
い
ま
す
。
こ
の
刻
銘
は
、区
域
外
の
人
々

に
よ
っ
て
道
標
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

（
六
阿
弥
陀
信
仰
に
つ
い
て
は
本
紙
2
8
2

号
「
江
東
区
域
と
寺
町
②
〜
亀
戸
」
も
参
照

し
て
下
さ
い
）

木き

下ね

川が
わ

薬や
く

師し

堂ど
う

へ
の
道
標

さ
て
、
こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
道
標
は
、
区

内
の
寺
社
に
関
わ
る
道
標
で
し
た
が
、
区
外

の
寺
社
に
関
わ
る
道
標
も
残
さ
れ
て
い
ま

す
。現

在
、
北
十
間
川
に
架
か
る
境
橋
の
橋

台
地
（
亀
戸
3
丁
目
）
に
は
木
下
川
薬
師
堂

（
浄

じ
ょ
う

光こ
う

寺じ

・
葛
飾
区
東
四
つ
木
）
へ
至
る
道

を
示
す
道
標
が
残
さ
れ
て
い
ま
す（
③
）。

道
標
の
正
面
に
は
「
木
下
川
／
や
く
し
み

ち
」
の
刻
銘
が
あ
り
、
左
側
面
に
は
、「
あ

つ
ま
も
り
」、右
側
面
に
は
「
本
石
［
道
］
※
」

の
刻
銘
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
す
。

木
下
川
薬
師
堂
は
、天て

ん

正
し
ょ
う

19
年（
1
5 

9
1
）

に
徳
川
家
康
か
ら
寺
領
を
与
え
ら
れ
、
享

き
ょ
う

保ほ
う

5
年
（
1
7
2
0
）
以
降
、
徳
川
将
軍
家
の

鷹
狩
に
際
し
、
御
膳
所
（
将
軍
が
食
事
を
と

る
所
）
と
し
て
利
用
さ
れ
、
将
軍
家
と
深
い

ゆ
か
り
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
薬
師
堂
は
庶
民
の
参
詣
・
遊

興
の
地
で
あ
り
、
病
気
平
癒
に
霊
験
を
持
つ

と
し
て
信
仰
を
集
め
、
カ
キ
ツ
バ
タ
の
名
所

で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
木
下
川
薬
師
道
は
、

一
九
世
紀
前
半
の
書
籍
な
ど
か
ら
参
詣
に
利

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

道
標
は
木
下
川
薬
師
堂
へ
至
る
木
下
川
薬

師
道
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、左
側
面
の
「
あ

つ
ま
も
り
」
の
刻
銘
は
吾
妻
権
現
社
（
吾
嬬

神
社
・
墨
田
区
立
花
1
丁
目
）
へ
の
方
向
を

示
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
右
側
面
に
あ
る「
本

石
［
道
］」
の
刻
銘
か
ら
は
、
本ほ

ん

石ご
く

町ち
ょ
う（

現

中
央
区
日
本
橋
本
町
）
の
人
々
に
よ
り
建
立

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

今
回
取
り
上
げ
た
2
件
の
道
標
は
、
い

ず
れ
も
現
在
で
は
区
外
の
人
た
ち
が
建
立
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
江
戸
の
人
々
の

寺
社
参
詣
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
が
、
形
に

な
っ
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

こ
う
し
た
道
標
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
紹

介
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
現
在
で
は
読
め
な
く
な
っ
て
お
り
、
拓

本
資
料
で
補
完
し
ま
し
た
。

（
文
化
財
専
門
員　

功く
ぬ

刀ぎ

俊
宏
）

①春秋彼岸の亀戸常光寺六阿弥陀参詣
（『江戸名所図会』　

国立国会図書館デジタルコレクション）
②六阿弥陀道道標
延宝7年在銘

③木下川やくしみち道標
宝暦11年在銘


